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４）アコヤガイの成分および性状別排泄物量

方 法

供試貝は3系統の3年貝を用いた（表）。測定は，平

成17年6月から11月の間に5回行った（10月を除く

各月1回）。測定時の水温は，飼育している漁場の水温

と同水温とした。測定方法および採取したサンプルの分

析方法は，平成16年度同様の方法（渥美 2005）で

行った。なお，排泄物は，静置後4時間で沈降する沈降

性の高い排泄物（以下，易沈降性排泄物。）と静置後4

時間しても沈降しない沈降性の低い排泄物（以下，難沈

降性排泄物。）に分けた。

結果と考察

排泄物は，易沈降性排泄物と，難沈降性排泄物とに

分類した。各系統の排泄物量に明確な差は見られなかっ

た。そのため，平成16，17年の日本貝と交雑貝のデー

タを使用し，英虞湾でのアコヤガイ1個体あたりの1日

の排泄物量を求め，図5に示した。アコヤガイ1個体あ

たりの1日の易沈降性排泄物量は，アコヤガイ1個体あ

たりの1日の糞量と考えられる。平成16，17年でその

量に大きな差がなかったことから，糞量の季節変化は見

られるものの，年間の累積糞量は毎年ほぼ同量であるも

のと考えられた。
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図５ アコヤガイ1個体あたりの成分別および性状別の

1日の平均排泄物量


